
為替週間展望＝ドル円は１０９～１１０円台での振幅か

　　　　　　　　　　［８月２３日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    8 月 16 日～ 8 月 20 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  109.75   110.23(19)    109.11(16)    109.67   +0.08

ユーロ・ドル  1.1784   1.1801(16)    1.1666(19)    1.1685   -0.0112

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    27,013.25     -963.90     日本10年債利回り   0.010   -0.021

ダウ平均株価    34,894.12     -621.26     米10年債利回り     1.243   -0.033

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２３日　独８月製造業ＰＭＩ速報値、独８月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　ユーロ圏８月製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏８月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　英８月製造業ＰＭＩ速報値、英８月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　米７月中古住宅販売件数

２４日　ＮＺ第２四半期小売売上高

　　　　独第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報値

　　　　米７月新築住宅販売件数

２５日　ＮＺ７月貿易収支

　　　　日本６月景気動向指数改定値

　　　　独８月ｉｆｏ景況感指数

　　　　米７月耐久財受注速報値

２６日　米新規失業保険申請件数

　　　　米第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）改定値

　　　　ジャクソンホール会議（２８日まで）

２７日　豪７月小売売上高

　　　　独７月小売売上高指数

　　　　カナダ７月鉱工業製品価格

　　　　米７月個人所得・個人支出

　　　　米８月ミシガン大学消費者信頼感指数確報値

　　　　ジャクソンホールでパウエルＦＲＢ議長の講演

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】米雇用統計が良好な結果となったことやＦＯＭＣメンバーによる

テーパリングに向けての前向きな発言などから、ドルは堅調な動きを見せており、ドル

円は１１０円台に乗せた後は底堅い動きとなっている。ドル円は大きな崩れはないとみ

られ、１１０円台を中心に堅調な流れが続くとした。

　　　　

【米景況感が悪化】

　ドル円は上下に振幅を見せつつも、おおむね１０９円近辺から１１０円台後半のレン

ジ内で推移を見せている。６日に発表された７月の米雇用統計で、非農業部門雇用者数

は前月比＋９４．３万人増となり、事前予想の８７．０万人増を上回った。好調な米雇

用統計を受けて、ドル買いの動きに傾いた。

　　

　その後はＦＯＭＣメンバーによるタカ派的な発言もあり、ドル円は堅調な動きを見せ

て、１１日の米７月消費者物価指数（ＣＰＩ）を前に１１０．８０近辺まで上昇した。

米ＣＰＩは上振れが期待されていたこともあり、おおむね想定通りだったことで、ドル

円は利益確定の売りなどに押されて下げに転じる展開となった。
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　１３日にドル円は売りに押されて１１０円を割り込むことになる。８月の米ミシガン

大学消費者信頼感指数速報値が７０．２となり、事前予想の８１．２や前回の８１．２

を大きく下回った。２０１１年以来、ほぼ１０年ぶりの低水準となるなど、消費者マイ

ンドの悪化がドル売りにつながった。新型コロナウイルスのデルタ株の感染拡大が景気

回復への期待感の低下につながった。

　　

　１６日には中国の７月の小売売上高や鉱工業生産が事前予想や前回値を下回ったこと

やアフガニスタン情勢の緊迫化などがリスク警戒感の高まりにつながった。さらに８月

のニューヨーク連銀製造業景気指数が１８．３となり、事前予想の２８．５や前回の４

３．０を下回ったことで、ドル円は１０９．０８近辺まで下落した。

　　

　１７日にはアフガニスタン情勢への警戒感、７月の米小売売上高の下振れなどからＮ

Ｙダウは２８２ドル安。リスク回避のドル買いの動きなどから、ドル円は１０９円台半

ばから後半で推移した。１８日にはドル円は一時１１０円台に乗せたものの、その水準

を維持できず。

　　

　この日発表されたＦＯＭＣ議事要旨（７月２７日～２８日分）では、一部メンバーか

らは量的緩和の縮小（テーパリング）の年内開始を主張する一方で、一部には慎重な意

見もあった。事前に早期テーパリング開始への期待感からドル買いが進んでいたことも

あり、発表後はドル売りに押される展開となった。

　　

　８月２６～２８日にワイオミング州ジャクソンホールで開催される経済シンポジウム

での米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）のパウエル議長の講演に注目が集まっている。１

８日のＦＯＭＣ議事要旨ではテーパリングの開始時期に明確なヒントがなく、パウエル

議長の講演待ちの様相を呈している。パウエル議長の講演は東部時間２７日午前１０時

（日本時間の２７日の午後１１時）に行われる予定となっている。

　　

　パウエル議長の講演の内容に左右されるとみられるものの、テーパリングそのものは

遅かれ早かれ開始時期を決定することとなろう。ただ、デルタ株の感染者数の拡大が消

費者のマインドを一段と悪化させる可能性もある。こうした中、ドル円は１０９円付近

では底堅い動きを見せそうだが、大きく上値を追うには力不足で、１０９～１１０円台

で一進一退の動きとなりそうだ。ドル円の目先の予想レンジは、１０９．００～１１

０．８０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、２３日に米７月中古住宅販売件数、２４

日に米７月新築住宅販売件数、２５日に日本６月景気動向指数改定値、米７月耐久財受

注速報値、２６日に米新規失業保険申請件数、米第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）改定

値、ジャクソンホール会議（２８日まで）、２７日に米７月個人所得・個人支出、米８

月ミシガン大学消費者信頼感指数確報値などがある。

　　

【ユーロドルは上値の重い展開か】

　１３日にドル売りの動きから、ユーロドルは１．１８００ドル近辺まで上昇した。た

だ、戻りの動きはその付近までにとどまり、２１日移動平均線に上値を抑えられたこと

もあって下げに転じた。その後は１．１７００ドルを割り込む水準まで下落している。

　　

　下げに転じた後は、ボリンジャーバンド－１σを下回る水準で推移しており、軟調な

地合いが継続するとみられる。ユーロドルは上値の重い展開が続いて、一段安が見込ま

れる。ユーロドルの目先の予想レンジは１．１５５０～１．１８５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、２３日に独８月製造業ＰＭＩ速報値、独８

月非製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏８月製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏８月非製造業Ｐ

ＭＩ速報値、英８月製造業ＰＭＩ速報値、英８月非製造業ＰＭＩ速報値、２４日にＮＺ

第２四半期小売売上高、独第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報値、２５日にＮＺ７月

貿易収支、独８月ＩＦＯ景況感指数、２７日に豪７月小売売上高、独７月小売売上高指

数、カナダ７月鉱工業製品価格などがある。
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